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●
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
●

公益社団法人山梨法人会 会長

武 川 静 夫

令
和
八
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で
新

春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
当
法
人

会
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
干
支
丙
午（
ひ
の
え
う
ま
）は
、

「
勢
い
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
て
、
活
動
的

に
な
る
」
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
一
年

が
良
い
年
に
な
る
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
後
期
の
法
人
会
運
営
に
つ
き
ま
し

て
は
、
事
業
計
画
通
り
の
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
一
一
月
一
一
日
か
ら

一
七
日
の
一
週
間
、「
こ
れ
か
ら
の
社
会
に

向
か
っ
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
税
を
考
え
る
週

間
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
山
梨
税
務
連
絡

懇
和
会
主
催
の
事
前
活
動
と
し
て
、
峡
東
三

市
の
庁
舎
へ
「
消
費
税
期
限
内
完
納
推
進
」

懸
垂
幕
の
掲
揚
を
始
め
、
一
一
月
八
日
に
は
、

二
五
回
を
迎
え
ま
し
た
「
税
を
考
え
る
書
道

展
」
表
彰
式
典
が
挙
行
さ
れ
、
九
日
に
は
、

青
年
部
会
に
よ
る
青
空
税
金
教
室
、
一
〇

日
に
は
、
主
要
駅
で
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

一
一
日
に
は
、「
税
の
公
平
性
（
生
活
に
寄
り

添
う
税
金
）」
と
題
し
ま
し
て
、
井
上
税
務
署

長
の
講
演
、
一
三
日
に
は
、
ホ
テ
ル
春
日
居

に
於
い
て
納
税
表
彰
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

皆
様
方
の
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
、「
税

を
考
え
る
週
間
中
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
滞
り
な

く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
全
法
連
理
事
会
で
決
議
さ
れ
ま
し

た
、【
企
業
へ
の
過
度
な
社
会
保
険
料
負
担

を
抑
制
し
、
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る

税
制
措
置
を
！
】
等
の
四
つ
の
柱
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
、「
令
和
八
年
度
の
税
制
改
正
」

に
関
す
る
提
言
を
一
一
月
二
六
日
に
峡
東
三

市
の
市
長
・
議
長
を
正
副
会
長
で
訪
問
し
要

望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

一
二
月
に
は
、
各
支
部
税
務
研
修
会
及

び
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、
研
修
会
で
は
、

令
和
七
年
度
法
人
税
関
係
法
令
の
改
正
概
要

に
つ
い
て
、
吉
野
上
席
国
税
調
査
官
を
講
師

に
お
招
き
し
、
研
修
会
を
開
催
し
、
そ
の
後

の
意
見
交
換
会
で
は
、
会
員
相
互
和
気
あ
い

あ
い
の
中
、
有
意
義
な
う
ち
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

一
大
イ
ベ
ン
ト
の
、
全
国
青
年
の
集
い
山

梨
大
会
が
昨
年
一
一
月
二
〇
～
二
一
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。「
人
は
石
垣
人
は
城
～
光

り
輝
く
未
来
の
た
め
に
～
」
を
大
会
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、約
一
、九
〇
〇
名
の
若
い
経
営

者
が
山
梨
に
結
集
し
た
大
会
で
、
私
も
出
席

い
た
し
ま
し
た
が
、「
絆
」
と
「
助
け
合
い
」

の
心
と
若
い
力
と
団
結
力
で
、
大
盛
況
で
成

功
裏
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
二
年
間
に
わ

た
る
、
青
年
部
会
員
の
ご
尽
力
に
対
し
ま

し
て
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
全
法
連

事
務
局
か
ら
は
、
こ
こ
数
年
の
「
青
年
の
集

い
」
で
一
番
の
成
功
だ
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
「
変
革
と
挑
戦
の
年
」
で
し
た
。

日
本
で
五
五
年
ぶ
り
に
国
際
博
覧
会
（
万

博
）
が
開
催
さ
れ
、
史
上
初
め
て
の
女
性
が

首
相
の
座
に
就
き
、
日
常
生
活
で
は
、
物
価

高
騰
、
米
の
価
格
騒
動
や
野
生
動
物
と
の
共

存
と
い
う
新
た
な
課
題
に
直
面
し
ま
し
た
。

ま
た
、
月
例
経
済
報
告
に
よ
り
ま
す
と
、

～
景
気
は
、
米
国
の
通
商
政
策
に
よ
る
影
響

が
自
動
車
産
業
を
中
心
に
み
ら
れ
る
も
の

の
、
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
。
～
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
国
は
、「
経
済
あ
っ
て
の
財

政
」
を
基
本
と
し
責
任
あ
る
積
極
財
政
の
考

え
方
の
下
、
戦
略
的
に
財
政
出
動
を
行
う
こ

と
で
「
強
い
経
済
」
を
構
築
す
る
。
今
の
国

民
の
暮
ら
し
を
守
る
物
価
高
対
策
を
早
急

に
講
じ
る
と
と
も
に
、
日
本
経
済
の
強
さ
を

取
り
戻
す
た
め
、
生
活
の
安
全
保
障
・
物
価

高
へ
の
対
応
、
危
機
管
理
投
資
・
成
長
投
資

に
よ
る
強
い
経
済
の
実
現
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
い
く
つ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
二
月
に
は
、
ミ
ラ

ノ  

コ
ル
テ
ィ
ナ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
始

め
、
三
月
に
は
、
前
大
会
世
界
制
覇
を
果
た

し
た
、
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ

シ
ッ
ク
、
六
月
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
、
九

月
に
は
名
古
屋
ア
ジ
ア
大
会
が
開
催
さ
れ
、

日
本
選
手
の
活
躍
に
、
勇
気
と
感
動
を
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
法
人
会
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま

し
て
は
、
税
を
中
心
と
し
た
活
動
に
、
軸

足
を
置
く
と
共
に
、
約
一
、一
〇
〇
社
余
り

の
、
会
員
企
業
の
同
業
者
及
び
異
業
種
交
流

に
よ
り
情
報
交
換
を
図
り
、
企
業
活
動
の
活

性
化
や
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る

事
業
に
力
を
注
ぎ
、「
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
」
と
し
て
役
割
を
果
た
す
た
め
、
法
人

会
活
動
を
よ
り
活
発
に
推
進
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
方

に
は
、
法
人
会
加
入
推
進
を
始
め
、
厚
生
目

標
達
成
に
も
多
大
な
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

本
年
も
、
井
上
署
長
を
始
め
と
す
る
、
税

務
当
局
の
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願

い
す
る
と
共
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝

並
び
に
事
業
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年

頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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● 

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ 

● 

山梨税務署長

井 上 　 馨

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。令

和
八
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
公
益
社
団

法
人
山
梨
法
人
会
の
会
員
の
皆
様
に
謹
ん
で

新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
武
川
会
長
を
は
じ
め
役
員
並

び
に
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
税
務
行
政
の
円

滑
な
運
営
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
御
理
解
と

多
大
な
る
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
多
年
に
わ
た
る
申
告
納
税
制
度
の

発
展
に
向
け
た
活
動
な
ど
の
ご
功
績
に
よ
り
、

新
谷
一
男
相
談
役
が
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
の
貴
会
の
活
動
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

役
員
の
皆
様
が
中
心
と
な
っ
て
会
員
増
強
に

取
り
組
ま
れ
た
ほ
か
、
地
域
に
密
着
し
た
社

会
貢
献
活
動
、
会
員
の
皆
様
へ
の
各
種
研
修

会
、
租
税
教
育
事
業
や
電
子
申
告
・
納
税
の

利
用
促
進
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
幅
広
い
活

動
を
展
開
さ
れ
、
納
税
意
識
の
高
揚
と
正
し

い
税
知
識
の
普
及
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。特

に
租
税
教
育
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

峡
東
三
市
の
小
学
校
全
校
に
お
け
る
租
税
教

室
の
開
催
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
、
青
年
部

会
の
皆
様
に
は
多
数
の
講
師
派
遣
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
女
性
部
会
が
主

催
さ
れ
ま
し
た
第
一
五
回
「
税
に
関
す
る
絵

は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
は
じ
め
、
県
内
四

単
位
会
に
て
共
催
さ
れ
ま
し
た
「
少
年
サ
ッ

カ
ー
・
税
金
教
室
」
や
「
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
・
税
金
教
室
」、
山
梨
市
の
「
い
い
駅

前
ど
っ
と
混
む
！
祭
り
」
に
お
け
る
「
青
空

税
金
教
室
」
の
開
催
な
ど
、
次
世
代
を
担
う

子
供
た
ち
へ
の
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
青
年
部
会
の
皆
様
が
長
期
に
わ
た

り
ご
準
備
い
た
だ
い
た
、
全
国
青
年
の
集
い

山
梨
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
山
梨
法
人

会
の
皆
様
に
と
っ
て
も
、
記
憶
に
残
る
一
年

に
な
ら
れ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
貴
会
の
数
々
の
活
動
は
、
税

務
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
と
っ
て
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
税
当
局
に
お
い
て
は
、「
納
税
者

の
利
便
性
の
向
上
」、「
課
税
・
徴
収
の
効
率

化
・
高
度
化
」、「
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
促

進
」
の
三
つ
を
柱
と
し
、
税
務
行
政
の
Ｄ
Ｘ

の
更
な
る
推
進
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
法
人

税
申
告
の
Ａ
Ｌ
Ｌ 

ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
、
年
末
調
整

の
電
子
化
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
、
そ
の

他
会
計
・
税
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
含
め
た

様
々
な
側
面
か
ら
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
促
進

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
含
め
、
様
々
な
課

題
に
対
応
し
、
地
域
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ

る
税
務
行
政
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
税
務

行
政
の
良
き
理
解
者
で
あ
る
皆
様
方
の
お
力

添
え
な
く
し
て
は
到
底
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

間
も
な
く
令
和
七
年
分
所
得
税
の
確
定
申

告
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。
今
年
も
山
梨
市
の

「
夢
わ
ー
く
山
梨
」
三
階
大
集
会
室
に
申
告

書
作
成
会
場
を
開
設
い
た
し
ま
す
が
、
会

場
の
混
雑
緩
和
を
図
る
た
め
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
で

「
入
場
整
理
券
」
を
配
布
す
る
方
式
で
運
営

い
た
し
ま
す
。 
他
方
、 
本
年
も
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
よ
る
自
宅
か
ら
の
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
を
よ
り
一

層
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
を
ス
マ
ホ
の
カ
メ

ラ
で
撮
影
す
る
と
自
動
入
力
で
き
る
機
能

や
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
連
携
す
れ
ば
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
寄
附
金
控
除
に
使
う
控
除
証

明
等
の
デ
ー
タ
や
医
療
費
控
除
に
使
う
医
療

費
通
知
情
報
等
の
デ
ー
タ
を
取
得
し
て
自
動

入
力
で
き
る
機
能
な
ど
も
備
わ
っ
て
い
る
ほ

か
、
事
業
主
の
皆
様
が
、
給
与
所
得
の
源
泉

徴
収
票
を
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
で
提
出
す
る
こ
と
で
、

そ
の
源
泉
徴
収
票
に
記
録
さ
れ
た
給
与
所

得
の
情
報
が
自
動
で
入
力
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
税
に
不
慣
れ
な
方

で
も
簡
易
に
申
告
を
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
ご
自
身
の
申
告
で
の

利
用
を
は
じ
め
、
更
な
る
普
及
に
向
け
た

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
国
税

の
納
付
に
つ
き
ま
し
て
も
、
⾦
融
機
関
等

の
窓
⼝
に
赴
く
必
要
が
な
く
、
⾃
宅
や
事

務
所
等
か
ら
納
付
手
続
が
可
能
な
「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付
」
が
大
変
便
利
で
す
。

「
申
告
は
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
、
納
税
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
」
と
覚
え
て
い
た
だ
き
、
ｅ
ー
Ｔ

ａ
ｘ
で
の
申
告
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
の
納

付
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
是
非
、
新
し
い

年
に
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
始
め
て
み
て

く
だ
さ
い
。

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
公
益
社
団
法
人

山
梨
法
人
会
の
更
な
る
飛
躍
の
年
と
な
り
ま

す
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
並
び

に
事
業
の
御
繁
栄
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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二
〇
二
六
年
の
県
内
経
済
の
展
望

二
〇
二
六
年
の
県
内
経
済
の
展
望

二
〇
二
六
年
の
県
内
経
済
の
展
望

　
　
　
　
　
　
　
山
梨
中
銀
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

経
済
調
査
部　
部
長　

小
柳
哲
史

昨
年
二
〇
二
五
年
は
、
陰
陽
五
行
に

お
い
て
「
古
い
慣
習
と
い
っ
た
様
々
な
抵

抗
に
屈
す
る
こ
と
な
く
、
新
境
地
を
目
指

す
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
が
あ
る
「
乙
巳

（
き
の
と
・
み
）」
に
あ
た
る
年
で
し
た
。

県
内
に
お
い
て
は
、
人
手
不
足
が
深
刻
化

す
る
な
か
で
、
人
材
の
維
持
・
確
保
の
観

点
か
ら
多
く
の
企
業
が
賃
上
げ
を
実
施
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
原
材
料
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
、
人
件
費
な
ど
コ
ス
ト
上
昇

分
に
関
す
る
価
格
の
転
嫁
に
つ
い
て
、
取

引
先
と
粘
り
強
い
交
渉
を
行
う
姿
も
み
ら

れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
雇
用
・
所
得
環

境
が
改
善
す
る
一
方
で
、
長
引
く
物
価
高

に
伴
う
生
活
防
衛
意
識
の
高
ま
り
か
ら
個

人
消
費
が
力
強
さ
を
欠
い
た
ほ
か
、
米
国

の
関
税
引
き
上
げ
に
よ
る
先
行
き
へ
の
不

透
明
感
が
強
ま
る
な
か
で
、
生
産
面
で
も

機
械
工
業
で
弱
い
動
き
が
続
く
な
ど
、
全

体
と
し
て
は
回
復
実
感
の
乏
し
い
年
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
年
の
県
内
景
気
を
展
望
し
ま
す
と
、

機
械
工
業
を
中
心
に
生
産
が
増
勢
に
転
じ

て
い
く
な
か
で
、
企
業
収
益
の
改
善
に
伴

い
設
備
投
資
も
持
ち
直
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
雇
用
・
所
得
環

境
の
改
善
や
政
府
の
経
済
対
策
な
ど
を
通

し
て
個
人
消
費
も
増
加
基
調
で
推
移
し
て

い
く
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
全
体
と

し
て
は
緩
や
か
な
回
復
に
向
か
う
と
み
ら

れ
ま
す
。

項
目
別
に
み
る
と
、
個
人
消
費
は
、
人

材
の
維
持
・
確
保
や
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
を
図
る
た
め
、
賃
上
げ
に
取

り
組
む
企
業
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
、
消
費

マ
イ
ン
ド
の
改
善
を
通
し
て
、
緩
や
か
に

上
向
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

設
備
投
資
は
、
増
加
基
調
に
転
じ
て

い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
外
需
の
不

透
明
感
が
重
石
と
な
る
も
の
の
、
人
手

不
足
や
デ
ジ
タ
ル
化
、
脱
炭
素
へ
の
対
応

と
い
っ
た
中
長
期
的
な
課
題
解
決
に
向
け
、

設
備
投
資
に
取
り
組
む
企
業
が
増
加
す
る

と
み
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
山
梨
中
央
銀
行

が
実
施
し
た
「
山
梨
県
内
企
業
経
営
動
向

調
査
」
の
二
〇
二
五
年
度
下
期（
二
五
年

一
〇
月
～
二
六
年
三
月
）の
設
備
投
資
計

画
に
お
い
て
も
、
実
施
予
定
率
、
投
資
額

と
も
に
前
向
き
な
姿
勢
が
窺
わ
れ
ま
す
。

生
産
面
を
み
ま
す
と
、
機
械
工
業
で
は
、

Ａ
Ｉ
機
能
を
搭
載
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
パ
ソ
コ
ン
の
需
要
が
高
ま
る
な
か
で
最

先
端
半
導
体
向
け
製
造
装
置
が
増
勢
を
強

め
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
電

子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
が
引
き
続
き
堅
調
に
推
移
す
る
と
み

ら
れ
る
ほ
か
、
自
動
車
向
け
部
品
も
、
米

国
の
関
税
政
策
の
不
確
実
性
が
和
ら
ぐ

な
か
で
上
向
い
て
い
く
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
宝
飾
、
ワ
イ
ン
、
ニ
ッ
ト
、
織
物
な

ど
の
地
場
産
業
に
つ
い
て
は
、
物
価
高
や

国
内
需
要
の
伸
び
悩
み
か
ら
、
厳
し
い
局

面
が
当
面
続
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
新

製
品
開
発
に
注
力
す
る
こ
と
や
、顧
客
ニ
ー

ズ
を
捉
え
た
自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
な
ど

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
新
た
な
需
要
の
取

り
込
み
が
可
能
と
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
観
光
関
連
を
み
ま
す
と
、
中
国

人
観
光
客
の
動
向
な
ど
不
安
要
素
は
あ
り

ま
す
が
、
全
体
で
は
、
国
内
外
の
観
光
客

の
更
な
る
増
加
が
見
込
ま
れ
、
県
内
各
地

で
賑
わ
い
が
続
く
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
て
、
陰
陽
五
行
に
よ
る
と
、
二
〇
二

六
年
は
、「
丙
午
（
ひ
の
え
・
う
ま
）」
に

あ
た
り
ま
す
。

「
丙
」
に
は
、
明
る
い
機
運
（
陽
気
）
が

高
ま
る
が
、
同
時
に
衰
退
が
始
ま
る
、
と

い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
午
」

に
は
、
陽
気
が
下
か
ら
上
に
突
き
上
げ

て
出
よ
う
と
し
て
い
る
姿
を
表
し
、
逆
ら

う
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

「
丙
午
」
は
、「
昔
か
ら
の
慣
習
や
し
き

た
り
を
打
ち
破
る
よ
う
な
、
革
新
が
起
こ

る
」
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

二
〇
二
五
年
は
、
二
〇
年
ぶ
り
に
日

本
で
万
博
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
観
光

客
で
賑
わ
っ
た
ほ
か
、
日
経
平
均
株
価
が

史
上
初
の
五
万
円
に
到
達
す
る
な
ど
、
明

る
い
話
題
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

二
〇
二
六
年
も
日
本
勢
の
活
躍
が
期
待
で

き
る
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン
ト
が

続
き
、
更
な
る
飛
躍
が
望
ま
れ
る
年
に

な
り
そ
う
で
す
。
新
し
い
年
は
、「
竜
馬

（
り
ゅ
う
め
）
の
躓
（
つ
ま
づ
）
き
」
を
恐

れ
ず
、「
天
馬
空
を
行
く
」
よ
う
に
、
既

成
概
念
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
新
た

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
年
に
し

た
い
も
の
で
す
。

※
竜
馬
の
躓
き
：
ど
ん
な
に
優
れ
た
人
で
も
時
に

は
失
敗
す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
意
味

※
天
馬
空
を
行
く
：
天
馬
が
空
を
か
け
る
よ
う
に
、

自
由
な
発
想
や
行
動
を
す
る
と
い
う
意
味
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「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
期
間
中
の
一
一
月

一
三
日（
木
）に
、
ホ
テ
ル
春
日
居
に
於
い
て
、

大
勢
の
ご
来
賓
を
お
招
き
す
る
中
で
、
盛
大
に

且
つ
厳
粛
に
納
税
表
彰
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
表
彰
式
で
は
、
永
年
、
税
知
識
の
普
及

啓
発
な
ど
に
ご
尽
力
し
た
個
人
・
団
体
な
ど
へ
、

井
上
山
梨
税
務
署
長
か
ら
、
表
彰
状
及
び
感
謝

状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
谷
一
男
様
の
叙
勲
受
章
並
び
に
有

賀
雄
二
様
の
東
京
国
税
局
長
表
彰
の
ご
披
露
が

あ
り
ま
し
た
。
晴
れ
て
受
賞
さ
れ
た
方
々
の
ご

功
績
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
心
よ
り
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
受
賞
者
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。　

令
和
七
年
度
納
税
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

▶ 

山
梨
税
務
署
長
表
彰
受
賞
者
　
記
念
撮
影

▶ 

山
梨
税
務
署
長
感
謝
状
受
賞
者
　
記
念
撮
影

▲ 井上税務署長　式辞
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▶ 

受
賞
者
　
整
列

■ 

旭
日
双
光
章

■ 

東
京
国
税
局
長
表
彰

■ 

山
梨
税
務
署
長
表
彰
受
賞
者

■ 

山
梨
税
務
署
長
感
謝
状
受
賞
者

山梨法人会  常任理事
小澤 健太郎様

峡東ケーブルネット ㈱ 

山
梨
法
人
会  

相
談
役	

新
谷 

一
男
様

㈲ 

柳 

橋

山
梨
法
人
会  

副
会
長	

有
賀 

雄
二
様

勝
沼
醸
造 

㈱

女性部会  副部会長
山縣 祐子様
㈲ 川浦温泉山県館

女性部会  庶務
古屋 己代子様

㈱ 古 正

女性部会  副部会長
三森 孝子様

㈱ 三森商店

山梨法人会  理事
窪田　 清様
㈱ エスワイ精機

山梨法人会  理事
岩野 博司様

㈱ 岩 野



8

租税教育
特 集

山
梨
税
務
連
絡
懇
和
会
で
組
織
す
る
、「
第
二
五
回
税
を
考
え
る
書
道
展
実
行
委
員
会
」
主
催
の
書
道

展
表
彰
式
典
が
、
一
一
月
八
日
（
土
）
山
梨
市
内
の
夢
わ
ー
く
山
梨
（
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い
て

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

校
長
先
生
を
始
め
、
担
当
の
先
生
方
の
多
大
な
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
、

二
五
回
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
山
梨
税
務
署
管
内
の
全
て
の
小
学
校
三
五
校
の
五
・
六
年
生

か
ら
一
、九
三
八
作
品
が
出
品
さ
れ
、
九
六.

〇
八
％
と
非
常
に
高
い
出
品
率
で
、
充
実
し
た
書
道
展
が

開
催
出
来
ま
し
た
。

一
〇
月
一
〇
日
（
金
）
に
審
査
会
が
行
わ
れ
、
一
二
名
の
審
査
委
員
の
選
考
に
よ
り
、
大
会
大
賞
四
名
、

推
薦
一
七
名
、
特
選
二
〇
名
、
金
賞
二
六
名
、
銀
賞
三
〇
名
、
銅
賞
三
八
名
の
計
一
三
五
名
の
入
賞
作
品

の
選
考
を
行
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。　
　

● 

第
二
五
回
「
税
を
考
え
る
書
道
展
」
表
彰
式
●

峡東地区租税教育推進協議会長賞
日下部小５年  上島朱織さん

山梨税務署長賞
御坂西小５年  山本陽葵さん

山梨税務連絡懇和会長賞
境川小６年  佐藤　晏さん

税を考える書道展実行委員長賞
石和南小６年  岩間建介さん

大 会 大 賞

8
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▲ 実行委員長賞　岩間さん 記念撮影

▲ 10月10日　審査会様子 ▲ 峡東地区租税教育推進協議会長賞　上島さん 記念撮影

▲ 税務署長賞　山本さん 記念撮影

▲ マスコット【イータ君とマイナちゃん】と記念撮影

【推薦】
◆ 山梨市長賞

加納岩小６年　藤 原 優 衣 さん

◆ 甲州市長賞
勝沼小５年　西 矢 咲 理 さん

◆ 笛吹市長賞
富士見小６年　近 藤 心 和 さん

◆ 山梨市教育長賞
山梨小５年　平 山 侑 杏 さん

◆ 甲州市教育長賞
勝沼小６年　雨宮優妃乃 さん

◆ 笛吹市教育長賞
一宮南小５年　下 重 英 大 さん

◆ 東山梨地区校長会長賞
加納岩小６年　丁 場 凜 佳 さん

◆ 笛吹市校長会長賞
石和南小５年　前 田 陽 葵 さん

◆ 山梨会長賞（歴代税務署長・総務課長会 会長賞） 

石和南小６年　望月梨緒花 さん

◆ 山彰会長賞
塩山南小６年　雨 宮 　 楓 さん

◆ 山日新聞社賞
加納岩小５年　水 上 晴 賀 さん

◆ 山梨放送賞
一宮西小６年　山 本 　 藍 さん

◆ テレビ山梨賞
一宮北小５年　福田みちる さん

◆ 山梨ＣＡＴＶ賞
日川小６年　花 村 梨 緒 さん

◆ 峡東ケーブルネット賞
塩山南小５年　厚 芝 莉 乃 さん

◆ 日本ネットワークサービス賞
御坂西小６年　石 原 奈 々 さん

◆ 勝沼ＣＡＴＶ賞
菱山小５年　飯 嶋 義 翔 さん

▲ 大会大賞 懇和会長賞　佐藤さん 記念撮影

第116号
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全
法
連
・
県
連
と
共
催
事
業
で
募
集
す
る
「
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
も
一
五
回
目
を
数
え
、

年
々
充
実
し
て
お
り
ま
す
。
山
梨
法
人
会
女
性
部
会
と
し
て
九
月
二
五
日
に
審
査
会
を
開
催
し
、

優
秀
作
品
を
選
考
し
ま
し
た
。
入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

山
梨
税
務
署
長
賞
・
山
梨
法
人
会
長
賞
・
女
性
部
会
長
賞
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
一
月
一
三
日

挙
行
の
納
税
表
彰
式
典
の
席
上
に
て
、
表
彰
授
与
式
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
山
梨
税
務
署
長
賞
の
境
川
小
の
橘
田
さ
ん
の
作
品
が
、
県
下
ト
ッ
プ
の
県
連
会
長
賞
に

選
考
さ
れ
ま
し
た
。

☆
対
象
小
学
校
　
一
一
校
　
☆
応
募
作
品
　
二
〇
九
作
品

☆
審
査
会
　
令
和
七
年
九
月
二
五
日

●  

山
梨
法
人
会「
第
一
五
回
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」開
催  

●

☆ 表彰授与式
　（１１月１３日　納税表彰式典・ホテル春日居）

▲ 大須賀優太さん （山梨法人会長賞）▲ 藤原優衣さん（女性部会長賞）

▲ 橘田彩良さん（山梨税務署長賞）

▲ 絵はがきコンクール受賞者記念撮影

第116号
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■入賞作品　

第116号

11

〜 女性部会長賞 〜
山梨市立加納岩小学校６年

藤原 優衣さん

〜 山梨法人会長賞 〜
笛吹市立境川小学校６年

大須賀 優太さん

〜 山梨税務署長賞 〜
笛吹市立境川小学校６年

橘田 彩良さん

〜 笛吹市教育長賞 〜
笛吹市立春日居小学校６年

村松 市椛さん

〜 甲州市教育長賞 〜
甲州市立菱山小学校６年

内田 莉唯さん

〜 山梨市教育長賞 〜
山梨市立岩手小学校６年

村上 寛丞さん

〜 佳 作 〜
甲州市立大和小学校６年

佐藤 茉衣香さん

〜 佳 作 〜
笛吹市立春日居小学校６年

髙野 華愛さん

〜 佳 作 〜
笛吹市立八代小学校６年

長田 彩花さん

★ 

県
連
会
長
賞
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●

法
人
会
か
ら
の
提
言
●

中
小
企
業
を
中
心
と
し
て
全
国
約

七
〇
万
社
の
会
員
企
業
で
構
成
さ
れ
る

“
経
営
者
の
団
体
＂『
公
益
財
団
法
人
全

国
法
人
会
総
連
合
』（
略
称
：
全
法
連
。
斎

藤
保
会
長
＝
㈱
Ｉ
Ｈ
Ｉ
特
別
顧
問
）
は
、

九
月
二
六
日
（
金
）
開
催
の
理
事
会
に
お

い
て
、「
令
和
八
年
度
税
制
改
正
に
関
す

る
提
言
」
を
決
議
し
ま
し
た
。

今
年
七
月
の
参
院
選
に
お
い
て
与
党

は
国
民
一
人
当
た
り
二
万
円
の
給
付
を
打

ち
出
し
、
野
党
各
党
は
消
費
税
減
税
を
公

約
に
掲
げ
ま
し
た
。
そ
の
財
源
に
関
し
て

も
税
収
の
上
振
れ
分
を
充
て
る
と
す
る
な

ど
、
責
任
あ
る
財
源
論
は
聞
か
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
特
に
社
会
保
障
の
財
源
に
充
て

る
消
費
税
の
減
税
は
、
高
齢
化
の
進
展
に

伴
っ
て
社
会
保
障
給
付
に
対
す
る
財
政
需

要
が
高
ま
っ
て
い
く
中
で
、
物
価
高
対
策

と
し
て
適
切
な
政
策
と
言
え
る
の
で
し
ょ

う
か
。
消
費
税
減
税
の
代
わ
り
に
給
料
か

ら
天
引
き
さ
れ
る
社
会
保
険
料
が
高
く
な

れ
ば
、
企
業
負
担
だ
け
で
な
く
、
現
役
世

代
の
負
担
も
重
く
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た

点
か
ら
も
与
野
党
で
税
と
社
会
保
障
を
一

体
的
に
改
革
し
、
国
民
負
担
の
あ
り
方
を

改
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
世
界
経
済
に
対
す
る
ト
ラ
ン
プ

関
税
の
影
響
は
今
後
、
本
格
化
す
る
恐
れ

が
あ
り
、
日
本
に
与
え
る
打
撃
に
も
細
心

の
注
意
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
中

で
地
域
経
済
と
雇
用
の
担
い
手
で
あ
る
中

小
企
業
の
経
営
環
境
も
厳
し
さ
を
増
し
て

お
り
、
税
財
政
上
の
き
め
細
か
な
支
援
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

今
後
、
こ
の
提
言
に
基
づ
き
、
全
法
連

は
、
政
府
・
政
党
に
提
言
活
動
を
行
う
と

と
も
に
、
各
地
の
法
人
会
か
ら
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
自
治
体
等
に
対
し
て
、
地
方
税
や

行
財
政
改
革
の
徹
底
等
を
求
め
て
い
き
ま

す
。

～
税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
を
！
～

令
和
八
年
度
税
制
改
正
ス
ロ
ー
ガ
ン

︻
令
和
八
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言︵
要
約
︶︼

≪

基
本
的
な
課
題≫

Ⅰ
．
税
・
財
政
改
革
の
あ
り
方

日
本
で
も
「
金
利
の
あ
る
世
界
」
に
回

帰
し
た
経
済
環
境
を
考
慮
し
、
金
融
市
場

の
動
向
も
見
据
え
た
税
・
財
政
運
営
が
欠

か
せ
な
い
。

一
、
財
政
健
全
化
に
向
け
て

今
後
、
大
規
模
な
自
然
災
害
や
新
た
な

感
染
症
の
拡
大
等
、
有
事
の
際
に
は
膨
大

な
財
政
需
要
が
発
生
す
る
こ
と
も
想
定
さ

れ
る
。
そ
う
し
た
事
態
が
起
き
た
場
合
で

も
、
機
動
的
な
財
政
出
動
を
可
能
に
す
る

た
め
に
財
政
健
全
化
は
必
要
な
取
り
組
み

で
あ
る
。

⑴
参
院
選
に
向
け
た
物
価
高
対
策
の
公
約

と
し
て
、「
消
費
税
減
税
」
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
た
が
、
消
費
税
率
を
引
き

下
げ
た
場
合
の
減
税
分
は
別
の
財
源
を

確
保
す
る
か
、
結
局
は
国
債
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
く
な
る
。
物
価
高
対
策
や
低

所
得
者
対
策
は
消
費
税
減
税
で
対
応
す

る
の
で
は
な
く
、
真
に
支
援
が
必
要
な

人
に
限
定
し
た
給
付
措
置
が
望
ま
し
い
。

⑵  

「
こ
ど
も
・
子
育
て
政
策
」
の
財
源
は

歳
出
改
革
に
加
え
、
医
療
保
険
料
に
上

乗
せ
し
て
徴
収
す
る
「
支
援
金
制
度
」

な
ど
で
賄
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
う
し

た
支
援
金
制
度
は
社
会
保
険
料
を
少

子
化
対
策
に
充
て
る
実
質
的
な
「
隠
れ

増
税
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、

歳
出
改
革
が
想
定
通
り
に
行
わ
れ
な
け

れ
ば
、
結
局
は
国
債
頼
み
と
な
り
か
ね

な
い
。

⑶
防
衛
力
の
抜
本
強
化
で
は
防
衛
費
を

二
〇
二
七
年
度
ま
で
の
五
年
間
で
総
額

四
三
兆
円
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い

●

社
会
保
障
に
充
て
る
消
費
税
の
減
税
は
慎
重
な
検
討
が
必
要

　
　
　
　
将
来
世
代
に
ツ
ケ
を
回
さ
な
い
仕
組
み
づ
く
り
を
！

●
「
金
利
の
あ
る
世
界
」へ
の
回
帰
を
踏
ま
え
、

　
　
　
　
金
融
市
場
の
動
揺
を
招
か
な
い
税
制
運
営
を
！

●

企
業
へ
の
過
度
な
社
会
保
険
料
負
担
を
抑
制
し
、

　
　
　
　
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
措
置
を
！

●
「
本
格
的
な
事
業
継
承
」税
制
を
確
立
し
、

　
　
　
　
地
域
経
済
と
雇
用
の
担
い
手
の
中
小
企
業
を
守
れ
！
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る
が
、
大
半
が
歳
出
改
革
や
決
算
剰
余

金
の
活
用
で
財
源
を
捻
出
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
財
源
と
し
て
の
安
定
性
を

欠
い
て
い
る
。
日
本
を
取
り
巻
く
安
全

保
障
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、
着

実
に
防
衛
力
を
強
化
す
る
た
め
に
も
安

定
財
源
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
。

二
、
社
会
保
障
制
度
に
対
す
る
基
本
的
考

え
方 

中
小
企
業
の
社
会
保
険
料
負
担
は
年
々

増
加
し
て
お
り
、
事
業
主
へ
の
過
度
な
保

険
料
負
担
を
抑
制
し
つ
つ
、
女
性
の
就
労

や
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
、
配
偶
者
控
除

や
第
三
号
被
保
険
者
制
度
の
問
題
を
含
め
、

税
と
社
会
保
障
を
一
括
し
て
議
論
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

三
、
行
政
改
革
の
徹
底
等

国
・
地
方
の
財
政
健
全
化
は
、
歳
出
・

歳
入
の
一
体
的
改
革
に
よ
っ
て
進
め
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
地
方
を
含
め
た
政
府
・

議
会
は
「
ま
ず
隗
よ
り
始
め
よ
」
の
精
神
に

基
づ
き
、
自
ら
身
を
削
っ
て
行
政
改
革
を

推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑴ 

国･

地
方
に
お
け
る
議
員
定
数
の
大
胆

な
削
減
、
歳
費
の
抑
制
を
求
め
る
。
ま

た
、
調
査
研
究
広
報
滞
在
費
（
旧
文
通

費
）
や
政
務
活
動
費
等
の
適
正
化
。

⑵ 

厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
国
・
地

方
公
務
員
の
効
率
的
な
要
員
配
置
と
、

能
力
を
重
視
し
た
賃
金
体
系
の
導
入
な

ど
に
よ
る
人
件
費
の
抑
制
。

⑶ 

「
第
二
の
予
算
」
と
も
呼
ば
れ
る
特
別

会
計
と
各
省
庁
が
管
轄
す
る
独
立
行
政

法
人
の
無
駄
の
削
減
。

⑷ 

官
業
に
対
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
計
画
・
実

行
・
評
価
・
改
善
）
サ
イ
ク
ル
を
確
立

し
、
事
業
の
チ
ェ
ッ
ク
等
を
継
続
的
に

実
施
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
ま
た
、
積

極
的
に
民
間
活
力
を
導
入
し
た
民
需
主

導
の
自
律
的
な
経
済
成
長
。

四
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

政
府
は
引
き
続
き
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

の
意
義
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
行
政
事

務
の
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
に
資
す
る
等
、
そ
の

具
体
的
な
効
用
を
国
民
や
事
業
者
に
明
示

す
る
な
ど
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
利
用
拡
大
を
促
す
必
要
が
あ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
電
子
認
証
に

は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
有
効
期
限
が
設
定
さ

れ
て
お
り
、
行
政
窓
口
で
更
新
手
続
き
を

す
る
必
要
が
あ
る
。
国
民
の
幅
広
い
利
用

を
促
進
す
る
た
め
に
も
周
知
徹
底
を
図
り

な
が
ら
、
更
新
手
続
き
の
簡
略
化
も
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
等
の
改
正
に
よ
っ

て
利
用
範
囲
は
一
部
拡
大
さ
れ
た
が
、
ど

こ
ま
で
広
げ
る
か
は
今
後
の
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
す
で
に
年
金
や
給
付
金
な
ど
の

公
金
の
受
け
取
り
口
座
と
し
て
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
と
銀
行
口
座
を
紐
付
け
る
取
り
組
み

も
進
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
を
拡
大
し
て
世

帯
所
得
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
例
え
ば
経
済
対
策
で
支
援
が

必
要
な
困
窮
世
帯
に
限
定
し
て
現
金
を
給

付
す
る
措
置
を
講
じ
る
な
ど
の
効
率
化
も

可
能
と
な
る
。

五
、
今
後
の
税
制
改
革
の
あ
り
方

Ⅱ
．
経
済
活
性
化
と
中
小
企
業
対
策

人
手
不
足
や
継
続
的
な
賃
上
げ
な
ど
中

小
企
業
が
抱
え
る
構
造
的
な
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
中
小
企
業
自
ら
の
経
営

改
革
も
重
要
に
な
る
。
そ
う
し
た
改
革
に

取
り
組
む
た
め
に
は
、
新
た
な
付
加
価
値

の
創
出
に
つ
な
が
る
よ
う
な
支
援
策
も
必

要
で
あ
る
。
ま
た
、
中
小
企
業
経
営
者
の

高
齢
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
中
で
、
中
小

企
業
が
保
有
す
る
独
自
の
技
術
や
サ
ー
ビ

ス
を
引
き
継
ぎ
、地
域
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
（
供
給
網
）
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
事
情
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
事

業
承
継
を
後
押
し
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
、
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制

措
置

⑴ 

法
人
税
率
に
つ
い
て

近
年
、
大
法
人
に
適
用
さ
れ
る
法
人
税

率
の
引
き
上
げ
を
検
討
す
る
動
き
も
あ

る
が
、
不
透
明
な
経
済
情
勢
等
に
鑑
み
、

慎
重
に
議
論
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

⑵ 

法
人
税
率
の
軽
減
措
置

中
小
法
人
に
適
用
さ
れ
る
軽
減
税
率
の

特
例
一
五
％
を
本
則
化
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
昭
和
五
六
年
以
来
、
八
〇
〇
万

円
以
下
に
据
え
置
か
れ
て
い
る
軽
減

税
率
の
適
用
所
得
金
額
を
、
黒
字

中
小
企
業
の
平
均
所
得
を
踏
ま
え
一
、

六
〇
〇
万
円
程
度
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

⑶ 

中
小
企
業
の
技
術
革
新
な
ど
経
済
活
性

化
に
資
す
る
措
置

中
小
企
業
の
技
術
革
新
な
ど
経
済
活

性
化
に
資
す
る
税
制
措
置
に
つ
い
て
は
、

制
度
を
拡
充
し
た
う
え
で
本
則
化
す
る

こ
と
。

① 

中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
に
つ
い

て
は
、
対
象
設
備
を
拡
充
し
た
う

え
、
中
小
企
業
の
厳
し
い
経
営
環

境
を
踏
ま
え
「
中
古
設
備
」
を
含
め

る
。

② 

少
額
減
価
償
却
資
産
の
取
得
価
額

の
損
金
算
入
の
特
例
措
置
に
つ
い

て
は
、
物
価
が
上
昇
し
て
い
る
こ

と
等
を
踏
ま
え
、
取
得
価
額
要

件
を
三
〇
万
円
未
満
か
ら
五
〇
万

円
未
満
に
引
き
上
げ
る
と
と
も

に
、
損
金
算
入
額
の
上
限
（
合
計

三
〇
〇
万
円
）
を
撤
廃
し
全
額
を

損
金
算
入
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

な
お
、
そ
れ
が
直
ち
に
困
難
な
場

合
は
、令
和
八
年
三
月
末
日
と
な
っ

て
い
る
適
用
期
限
を
延
長
す
る
こ

と
。

③ 

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
た
め
の
、
き

め
細
や
か
な
財
政
・
税
制
支
援
が

必
要
で
あ
る
。
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⑷ 

中
小
企
業
等
の
設
備
投
資
支
援
措
置

「
中
小
企
業
経
営
強
化
税
制
」
や
「
先

端
設
備
等
導
入
計
画
に
係
る
固
定
資
産

税
特
例
」
等
を
適
用
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
手
続
き
を
簡
素
化
す
る
と
と
も
に
、

事
業
年
度
末
（
賦
課
期
日
）
が
迫
っ
た

申
請
や
認
定
に
つ
い
て
弾
力
的
に
対
処

す
る
こ
と
を
求
め
る
。
な
お
、「
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
投
資
促
進
税
制
」

は
、
令
和
八
年
三
月
末
日
が
適
用
期
限

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
適
用
期
限
を

延
長
す
る
こ
と
。

⑸ 

償
却
資
産
に
対
す
る
課
税
の
見
直
し

固
定
資
産
税
に
お
け
る
償
却
資
産
に
対

す
る
課
税
は
、
企
業
の
設
備
投
資
意
欲

を
阻
害
す
る
要
因
と
も
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
諸
外
国
の
適
用
状
況
等
を
踏

ま
え
、
廃
止
を
含
め
て
抜
本
的
に
見
直

す
こ
と
。

⑹ 

中
小
企
業
の
事
務
負
担
軽
減

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
や
電
子
帳
簿

保
存
法
の
改
正
に
よ
る
電
子
デ
ー
タ
保

存
の
義
務
化
対
応
に
加
え
、
定
額
減
税

や
所
得
税
の
改
正
に
よ
り
、
源
泉
徴
収

事
務
や
年
末
調
整
事
務
が
毎
年
見
直
さ

れ
る
な
ど
、
事
業
者
の
事
務
負
担
、
納

税
協
力
コ
ス
ト
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
に
お
い
て
、

こ
う
し
た
事
務
負
担
の
増
大
は
と
く
に

経
営
基
盤
が
決
し
て
強
固
で
は
な
い
中

小
企
業
に
と
っ
て
、
重
い
負
担
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
政
府
は
強
く
認
識
す
る

必
要
が
あ
る
。

二
、
事
業
承
継
税
制
の
拡
充

⑴ 

事
業
用
資
産
を
一
般
資
産
と
切
り
離
し

た
本
格
的
な
事
業
承
継
税
制
の
創
設

事
業
継
続
に
資
す
る
相
続
に
つ
い
て
は
、

事
業
従
事
を
条
件
と
し
て
他
の
一
般
資

産
と
は
切
り
離
し
、
非
上
場
株
式
を
含

め
て
事
業
用
資
産
へ
の
課
税
を
軽
減
あ

る
い
は
免
除
す
る
制
度
の
創
設
を
求
め

る
。

⑵ 

取
引
相
場
の
な
い
株
式
の
評
価
の
見
直

しこ
の
度
、
会
計
検
査
院
は
国
税
庁
に
対

し
、
相
続
等
に
よ
り
取
得
し
た
取
引
相

場
の
な
い
株
式
等
の
評
価
制
度
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
検
討
を
求
め
る
所
見
を

示
し
た
。
そ
の
評
価
制
度
を
見
直
す
に

あ
た
っ
て
は
、
取
引
相
場
の
な
い
株
式

は
上
場
株
式
と
異
な
り
、
換
金
性
に
乏

し
い
点
な
ど
も
総
合
的
に
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る
。

⑶ 

相
続
税
、
贈
与
税
の
納
税
猶
予
制
度
の

充
実

特
例
承
継
計
画
の
提
出
期
限
（
令
和
八

年
三
月
末
日
）
と
特
例
制
度
の
適
用
期

限
（
令
和
九
年
一
二
月
末
日
）
が
近
付

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
期
限
の
延
長
を

求
め
る
。
な
お
、
期
限
が
延
長
さ
れ
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
一
般
措

置
は
使
い
勝
手
が
悪
く
適
用
件
数
が
低

調
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
一
般
措
置

の
適
用
要
件
（
対
象
株
数
、
納
税
猶
予

割
合
、
雇
用
確
保
要
件
等
）
を
大
幅
に

緩
和
す
る
こ
と
。

三
、
消
費
税
へ
の
対
応

⑴ 

課
税
事
業
者
が
免
税
事
業
者
と
取
引
を

行
う
際
、
取
引
価
格
の
引
き
下
げ
や
取

引
の
停
止
な
ど
の
不
利
益
を
与
え
な
い

よ
う
、
実
効
性
の
高
い
対
策
を
講
じ
る

べ
き
で
あ
る
。

⑵ 

免
税
事
業
者
等
か
ら
の
課
税
仕
入
れ
に

係
る
経
過
措
置
に
つ
い
て
、
小
規
模
事

業
者
等
が
取
引
か
ら
排
除
さ
れ
な
い
よ

う
、
八
〇
％
控
除
で
き
る
期
間
を
当
面

の
間
、
延
長
す
る
こ
と
。

⑶ 

小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
納
税
額
に
係

る
負
担
軽
減
措
置
（
二
割
特
例
）
に
つ

い
て
、
小
規
模
事
業
者
等
に
お
け
る
消

費
税
事
務
が
定
着
す
る
ま
で
当
面
の
間
、

延
長
す
る
こ
と
。

⑷ 

消
費
税
の
滞
納
防
止
は
税
率
の
引
き
上

げ
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導
入
に
伴
っ

て
よ
り
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

消
費
税
の
制
度
、
執
行
面
に
お
い
て
、

さ
ら
な
る
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

Ⅲ
．
地
方
の
あ
り
方

地
方
経
済
の
活
力
を
今
後
も
維
持
し

な
が
ら
、
地
方
の
活
性
化
を
促
す
た
め
に

は
東
京
一
極
集
中
の
是
正
が
急
務
で
あ
る
。

地
方
自
身
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
や
強
み
を

生
か
し
た
活
性
化
戦
略
を
練
り
上
げ
、
民

間
主
体
の
創
意
工
夫
を
駆
使
す
る
こ
と
で

新
た
な
地
場
技
術
や
ビ
ジ
ネ
ス
手
法
を
開

発
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
地
方
独
自
の
真

の
活
性
化
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。

Ⅳ
．
自
然
災
害
へ
の
対
応

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
効
果
を
十
分
に
検
証
し
、

予
算
の
執
行
を
効
率
化
す
る
と
と
も
に
、

原
発
事
故
へ
の
対
応
を
含
め
て
引
き
続
き

適
切
な
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

最
近
で
は
能
登
半
島
地
震
を
は
じ
め
、
大

き
な
地
震
や
台
風
な
ど
の
大
規
模
な
自
然

災
害
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
る
。
東
日

本
大
震
災
の
対
応
な
ど
を
踏
ま
え
、
被
災

者
の
立
場
に
立
っ
た
適
切
な
支
援
と
実
効

性
の
あ
る
措
置
を
講
じ
、
被
災
地
の
確
実

な
復
旧
・
復
興
等
に
向
け
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

政
府
と
自
治
体
は
自
然
災
害
等
の
緊
急

事
態
に
備
え
る
企
業
の
危
機
管
理
と
し
て
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の
策
定
を
さ
ら

に
促
す
た
め
、
税
財
政
を
通
じ
た
支
援
を

強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ⅴ
．
そ
の
他

一
、
納
税
環
境
の
整
備

二
、
環
境
問
題
へ
の
対
応

三
、
租
税
教
育
の
充
実



第116号

15

▲ 鈴木甲州市長

▲ 山下笛吹市長

▲ 広瀬甲州市議会議長

▲ 神宮司笛吹市議会議長

▲ 高木山梨市長▲ 向山山梨市議会議長

■ 峡東地区管内三市の市長並びに議長に対して
「令和８年度税制改正に関する提言」の要望活動を実施いたしました。
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▲
 

企
業
見
学
　
記
念
撮
影

広
報
委
員
会 

（
神
宮
司 

直
樹
委
員
長
）

で
は
、
昨
年
一
〇
月
二
四
日
（
金
）
午
後

一
時
三
〇
分
か
ら
、
笛
吹
市
石
和
町
山

崎
の
、
本
坊
酒
造
株
式
会
社
、
山
梨
マ

ル
ス
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
「
企
業
見
学
」
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
樋
渡
ワ

イ
ナ
リ
ー
長
を
始
め
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
ス

タ
ッ
フ
の
方
の
親
切
丁
寧
な
ご
説
明
や
、

心
温
ま
る
ご
対
応
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
社
は
、
六
〇
年
以
上
に
わ
た
り
、

地
域
に
深
く
根
付
き
、
山
梨
の
土
壌
・

気
候
な
ど
自
然
条
件
に
生
か
し
た
ワ
イ

ン
造
り
に
取
り
組
み
、
地
下
の
貯
蔵
通

路
に
は
、
ワ
イ
ン
と
葡
萄
を
テ
ー
マ
と

し
た
壁
画
が
描
か
れ
、
ワ
イ
ン
の
歴
史

を
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
ワ
イ
ン
の
貯
蔵
に
適
し
た

一
〇
度
～
一
五
度
に
保
た
れ
、
約
三
〇
万

本
の
ワ
イ
ン
が
熟
成
さ
れ
て
お
り
、「
地

域
文
化
の
継
承
と
革
新
」
を
理
念
と
す
る

本
坊
酒
造
は
、
マ
ル
ス
山
梨
ワ
イ
ナ
リ
ー

で
も
地
域
の
独
自
性
を
生
か
し
た
酒
造

り
を
目
指
し
て
お
り
、
自
社
の
設
立
後
、

六
〇
年
間
の
企
業
努
力
の
表
れ
だ
と
痛

感
い
た
し
ま
し
た
。

当
法
人
会
の
目
的
の
一
部
で
も
あ
り

ま
す
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に
資

す
る
た
め
、
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。　

本
坊
酒
造
（
株
） 

山
梨
マ
ル
ス
ワ
イ
ナ
リ
ー

企
業
訪
問

▲
 

コ
ル
ク
の
木（ 

ワ
イ
ン
の
栓 

）

▲
 

神
宮
司
委
員
長
　
お
礼
の
挨
拶

▲

▲ 

企
業
見
学
の
様
子
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一
一
月
一
〇
日
（
月
）
午
前
七
時
一
〇

分
か
ら
、「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
前

日
、
山
梨
税
務
連
絡
懇
和
会
所
属
団
体

の
三
五
名
の
役
員
さ
ん
方
が
、
Ｊ
Ｒ
山

梨
市
駅
・
塩
山
駅
・
石
和
温
泉
駅
に
結

集
し
、
税
に
関
す
る
「
チ
ラ
シ
入
り
の

テ
ィ
ッ
シ
ュ
」
を
配
布
し
街
頭
宣
伝
活

動
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

▲ 駅前街頭キャンペーン（塩山駅）

▲ 石和温泉駅 ▲ 山梨市駅

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

税
を
考
え
る

週

間

一
一
月
一
一
日
（
火
）に
、
当
法
人
会

館
に
お
い
て
、
山
梨
税
務
連
絡
懇
和
会

主
催
（
新
谷
一
男
会
長
）の
税
務
署
長
講

演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

井
上
税
務
署
長
か
ら
「
税
の
公
平
性

（
生
活
に
寄
り
添
う
税
金
）」
と
題
し
て

ま
し
て
、
税
務
行
政
で
、
経
験
さ
れ
て
き

た
知
識
を
基
に
、
国
の
予
算
を
始
め
、
税

収
の
推
移
等
を
中
心
に
、
様
々
な
尺
度
に

よ
り
公
平
な
税
負
担
が
成
り
立
っ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
、
大
変
分
か
り
や
す
く

貴
重
な
講
演
を
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲ 講演拝聴の様子

▲ 井上署長の講演

山
梨
税
務
署
長
講
演

税
を
考
え
る

週

間
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● 

第
四
一
回 

法
人
会
全
国
大
会（
高
知
大
会
）開
催 

● 

中
小
企
業
を
中
心
と
し
て
全
国
約
七
〇
万
社
の
会
員
企

業
で
構
成
さ
れ
る“
経
営
者
の
団
体
＂『
公
益
財
団
法
人 

全

国
法
人
会
総
連
合
』（
略
称
：
全
法
連
。
斎
藤
保
会
長
＝
株

式
会
社
Ｉ
Ｈ
Ｉ 

特
別
顧
問
）
は
、
一
〇
月
一
六
日
（
木
）

高
知
県
の
「
高
知
県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル
」
に
て
国
税
庁 

江
島
一
彦 

長
官
や
高
知
県 

西
森
裕
哉 

副
知
事
な
ど
多
数

の
来
賓
を
招
い
て
全
国
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
全
国
大
会
は
、
法
人
会
の
「
税
制
改
正
に
関
す
る

提
言
」
の
内
容
を
発
表
す
る
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
全
国

各
地
の
法
人
会
の
代
表
が
一
堂
に
会
し
、
相
互
の
交
流
と

研
さ
ん
を
通
じ
て
、
よ
り
一
層
連
携
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
全
国
各
地
で
年
一
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
全
国
か
ら
約
一
、六
〇
〇
名
の
企
業
経
営
者
が

参
加
し
、
令
和
八
年
度
税
制
改
正
提
言
の
報
告
や
青
年
部

会
に
よ
る
租
税
教
育
活
動
・
健
康
経
営
取
組
の
事
例
発
表

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
大
会
宣
言
で
は
、「
金
利

の
あ
る
世
界
」
へ
の
回
帰
を
受
け
て
、
国
債
の
利
払
い
費

の
増
加
が
財
政
を
圧
迫
し
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
財
政
健

全
化
は
国
家
的
課
題
で
あ
り
、
本
格
的
な
歳
出
・
歳
入
の

一
体
的
改
革
を
進
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
る
と
と
も

に
、
日
本
経
済
の
礎
で
あ
る
中
小
企
業
の
活
性
化
を
促
進

す
る
た
め
、「
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
措
置
」、

「
事
業
承
継
税
制
の
拡
充
」
等
の
実
現
を
強
く
求
め
ま
し

た
。本

会
か
ら
は
、
武
川
会
長
・
中
村
、
有
賀
、
古
屋
、
佐

野
副
会
長
と
事
務
局
で
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

▲ 山内一豊 像（土佐藩初代藩主） ▲ 式典

▲ 坂本龍馬 像▲ 全国高知大会記念撮影

フライト　羽田空港ＡＮＡ５６３便１１時２０分発 … Ｕターン（写真）

別便にて、高知県民文化ホールへは、１３時５０分着予定が２時間遅れ

１６時頃到着。大変な珍道中でした。無事でよかった！ ★フライトして、
相模湾・房総半島
を経由しＵターン

珍道中
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●
第
一
九
回  

法
人
会
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
北
海
道
大
会
開
催
●

税
を
中
心
と
し
た
活
動
で
国
や
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を

目
指
す
「
法
人
会
」。
そ
の
女
性
経
営
者
ら
で
組
織
す
る

『
全
法
連
女
性
部
会
連
絡
協
議
会
』（
村
上
康
恵
会
長
＝

広
島
県
連
・
福
山
法
人
会
所
属
）
は
、
九
月
一
八
日
（
木
）、

札
幌
市
の
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
て
第
一
九
回
法
人
会
全

国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
北
海
道
大
会
を
盛
大
に
開
催
し
た
。

大
会
に
は
全
国
の
法
人
会
女
性
部
会
員
約
一
、六
〇
〇

名
が
一
堂
に
会
し
、「
自
然
と
女
性
の
活
力
で
笑
顔
い
っ

ぱ
い
北
海
道
。
～
明
日
を
つ
な
ご
う
！
未
来
に
つ
な
ご

う
！
～
」
を
大
会
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
国
税
庁
課
税

部
長
、
札
幌
国
税
局
長
、
札
幌
副
市
長
ら
の
来
賓
が
臨
席

し
た
。

こ
の
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
女
性
部
会
員
の
資
質
向
上

と
情
報
の
共
有

化
に
よ
る
部
会
活

動
の
活
性
化
を
目

的
と
し
、
全
国
各

地
で
毎
年
一
回
開

催
し
て
い
る
も
の

で
、
第
一
回
女
性

フ
ォ
ー
ラ
ム
も
こ

こ
北
海
道
札
幌
市

で
平
成
一
八
年
に

開
催
さ
れ
た
。

大
会
前
段
に
は
各
地
の
女
性
部
会
長
ら
が
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、「
魅
力
あ
る
女
性
部
会
に
す
る
た
め
に
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
情
報
交
換
会
を
開
催
。
女
性
部
会
の
活
動
へ
の

期
待
が
年
々
高
ま
る
中
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
食
品
ロ
ス
」
削
減
に
つ
い
て
全

国
の
法
人
会
の
取
組
状
況
を
報
告
し
た
。
ま
た
、
女
性
部

会
活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
部
会
員
の

増
強
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、「
女
性
部
会
員
を
増
や

す
た
め
に
は
」
に
つ
い
て
各
地
の
法
人
会
の
活
動
事
例
を

交
え
な
が
ら
、
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
本
部
会
か
ら

は
、
鈴
木
全
法
連
女
性
部
会
連
絡
協
議
会
副
会
長
・
県
連

女
連
協
会
長
及
び
植
野
部
会
長
、
三
枝
副
部
会
長
、
古
屋
・

窪
田
庶
務
の
役
員
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

▲

参
加
役
員
　
記
念
撮
影

▲
鈴
木
美
紀
子
全
法
連
女
連
協
副
会
長

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
唱
和

▲

県
連
女
連
協
　
記
念
撮
影

﹁
自
然
と
女
性
の
活
力
で
笑
顔
い
っ
ぱ
い
北
海
道
。
～
明
日
を
つ
な
ご
う
！
未
来
に
つ
な
ご
う
！
～
﹂﹂﹂
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■ 福利厚生制度推進表彰受賞　　☆ 令和６年度において顕著な成果を挙げた単位会表彰
【 一年間の累積収入保険料が、対前年１０３％以上を達成した単位会 】

東
京
国
税
局
と
の
意
見
交
換
会
が
、

一
二
月
三
日
（
水
）
午
前
一
一
時
〇
〇
分

か
ら
古
名
屋
ホ
テ
ル
「
ル
ン
ブ
ラ
ン
」
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
交
換
会
に

は
、
東
京
国
税
局
か
ら
島
田
課
税
第
二

部
長
を
は
じ
め
と
す
る
幹
部
六
名
と
小

林
甲
府
税
務
署
長
が
出
席
し
、
県
連
正

副
会
長
及
び
理
事
監
事
事
務
局
の
二
四

名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
単

位
会
か
ら
、
活
動
状
況
や
国
に
対
す

る
要
望
意
見
等
発
表
さ
れ
、
本
会
で
は
、

中
村
副
会
長
が
発
表
し
、
国
税
局
か
ら

回
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
法
人
会
総
連
合
会
長
か
ら
の
受
賞
披
露

東
京
国
税
局
と
の
意
見
交
換
会
開
催

▲ 山梨県連 関会長　挨拶

▲ 中村副会長　意見発表

▲ 島田課税第二部長　挨拶
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各
支
部
で
、
税
務
研
修
会
及
び

意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▲ 井上税務署長 挨拶

▲ 講師　吉野上席

一
二
月
に
入
り
、 

各
支
部
税
務
研
修
会
及
び
意
見
交
換

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
吉
野
上
席
国
税

調
査
官
を
講
師
に
お
招
き
し
、
法
人
会
関
係
法
令
の
改
正

概
要
に
つ
い
て
、
新
リ
ー
ス
会
計
基
準
に
対
応
す
る
改
正
、

防
衛
特
別
法
人
税
の
創
設
、
所
得
税
の
基
礎
控
除
の
見
直

し
等
中
心
に
、
講
演
が
行
わ
れ
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付

の
一
層
の
普
及
に
つ
い
て
と
、
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
に
関
す

る
説
明
が
あ
り
、
充
実
し
た
研
修
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
意
見
交
換
会

で
は
、
会
員
相
互
和
気
あ
い
あ
い
の
中
、

有
意
義
な
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

▲
 

笛
吹
西
支
部

▲
 

山
梨
支
部

▲
 

甲
州
支
部

▲
 

笛
吹
東
支
部

■ 税務研修会日程
１２月　４日【木】　山梨支部　　秋月
１２月　８日【月】　笛吹西支部　慶山
１２月１０日【水】　笛吹東支部　千石
１２月１５日【月】　甲州支部  レストランテ 風
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一
一
月
二
七
日
【
木
】
に
、
女
性
部
会
主
催

の
「
女
性
部
会
の
活
動
と
税
を
考
え
る
週
間
」

と
題
し
ま
し
て
、
法
人
課
税
部
門  

窪
澤
統
括

官
を
講
師
に
招
き
税
務
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

窪
澤
統
括
官
は
、
山
梨
税
務
署
に
は
、
七

年
振
り
に
栄
転
さ
れ
、
二
年
目
の
実
績
を
踏
ま

え
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
国
税
職
員

の
仕
事
を
始
め
、
女
性
部
会
の
年
間
の
活
動
内

容
に
つ
い
て
、
以
前
の
ぶ
ど
う
棚
の
下
で
の
税

金
教
室
・
高
校
生
が
考
え
る
税
に
つ
い
て
の
番

組
制
作
、
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
の
Ｔ
Ｖ
番
組
、
確

定
申
告
の
Ｃ
Ｍ
等
、
大
変
な
職
務
に
従
事
し
た

経
験
の
講
演
と
ビ
デ
オ
観
賞
で
、
当
時
の
懐
か

し
い
思
い
出
が
よ
み
が
え
り
、
大
変
有
意
義
な

研
修
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

窪
澤
統
括
官
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
の
九
月
一
二
日
（
金
）「
秋
の
講
演
会
」

が
、
天
籟
株
式
会
社  

代
表
取
締
役  

医
師

桐
村
里
紗
様
を
講
師
に
お
招
き
し
、『
人
と

地
球
の
健
康
を
つ
な
ぐ  
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル

ス
』
と
題
し
ま
し
て
、
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
、
臨
床
医
と
し
て
予
防
医
療
か
ら
生
活

習
慣
病
、
在
宅
終
末
期
医
療
ま
で
幅
広
く
臨
床

経
験
を
積
み
、
人
を
含
む
地
球
全
体
の
シ
ス
テ

ム
を
最
適
化
す
る
「
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
」

の
社
会
実
装
を
産
官
学
民
連
携
で
行
っ
て
い
ま

す
。
人
と
地
球
の
健
康
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
と

し
て
、
分
か
り
や
す
く
工
夫
を
交
え
た
内
容
で
、

大
変
貴
重
な
講
演
で
し
た
。
フ
ジ
テ
レ
ビ『
さ

ん
ま
の
ホ
ン
マ
で
っ
か
！？
Ｔ
Ｖ
』
に
腸
活
評
論

家
と
し
て
出
演
中
で
す
。　

女
性
部
会
「
秋
の
講
演
会
」
に
参
加
し
て
！

▲ 植野部会長　挨拶

▲ 講師 窪澤統括官

▲ 拝聴の様子 ▲ 滝口所長 ▲ 講師　桐村里紗様

▲ 各支部自己紹介 ▲ 拝聴の様子

︻
女
性
部
会
︼税
務
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
！

全国の約１，９００名の若い経営者が結集、「絆」と「助け合い」の心と若い力と団結力で、

大盛況で成功裏に開催することができました。～ご協力ありがとうございました。～

人は石垣  人は城
光り輝く未来のために！！

《特集 》 １１月２０日・２１日

▲ 全国法人会総連合会 斎籐会長 挨拶

▲ 佐久間社長（㊑ヴァンフォーレ山梨スポーツクラブ）

▲ 大木 大会会長　開会

▲ 大会旗　伝達

▲ 会場の様子 ▲ 次回開催地　島根大会ＰＲ
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▲ 全国法人会総連合会 斎籐会長 挨拶

▲ 佐久間社長（㊑ヴァンフォーレ山梨スポーツクラブ）

▲ 大木 大会会長　開会

ヴァンフォーレ山梨スポーツクラブ） ▲ 大会旗　伝達

▲ 会場の様子▲ 会場の様子 ▲ 次回開催地　島根大会ＰＲ
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▲ ウェルカムパーティ・部会長サミット スタッフ

 【部会長ウェルカムパーティ編 】　１１月２０日（木）１５：００～　甲府記念日ホテル【物産展編 】　１１月２１日（金）　アイメッセ山梨

【部会長サミット編 】　１１月２１日（金）　甲府記念日ホテル

▲ 物産展　スタッフ

【大懇親会編 】　１１月２１日（金）　アイメッセ山梨

▲ 女性部会　ワイン提供 ▲ 大懇親会　スタッフ

▲ 笛吹高校　すいれき太鼓部 ▲ 甲府市役所　鳥もつ煮提供
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【大懇親会編 】　１１月２１日（金）　アイメッセ山梨
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令
和
七
年
一
一
月
九
日
（
日
）
市
民
の
イ
ベ
ン
ト
山
梨
駅
前
で
の
「
い
い
駅
前
、
ど
っ
と
混

む
祭
り
」
に
参
加
し
、
笛
吹
西
支
部
理
事
の
天
野
建
築
設
計
事
務
所
の
天
野 

実
さ
ん
が
、
着

ぐ
る
み
《
け
ん
た
く
ん
》
に
変
装
し
、ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
の
ロ
ゴ
入
り
の
風
船
や
記
念
品
を
配
布
し
、

ℒ
、
一
消
防
署
職
員
に
よ
る
救
急
車
乗
車
体
験
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の
悪
天

候
の
た
め
、「
青
空
税
金
教
室
」
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
終
了
後
、「
秋
月
」
で
懇
親
会

も
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

青
年
部
会
主
催
青
空
税
金
教
室

▲ 悪天候のため、「秋月」でのスタッフ記念撮影

▲ 青空税金教室

▲ 着ぐるみ けんたくん（天野　実さん）大活躍
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● 

県
内
四
法
人
会
共
催
「
第
一
六
回
少
年
サ
ッ
カ
ー
・
税
金
教
室
」
開
催 

● 

昨
年
九
月
二
〇
日
（
土
）、
甲
府
・
Ｊ
Ｉ
Ｔ

リ
サ
イ
ク
ル
イ
ン
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
（
小
瀬
ス

ポ
ー
ツ
公
園 

陸
上
競
技
場
）
で
、
山
梨
法
人
会

な
ど
県
内
四
法
人
会
共
催
の
「
第
一
六
回
少
年

サ
ッ
カ
ー
・
税
金
教
室
」
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。昨

年
度
に
引
き
続
き
、
児
童
に
対
す
る
税
の

啓
発
運
動
と
健
全
な
育
成
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
県
内
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
に
所
属

す
る
小
学
生
約
一
四
四
名
が
参
加
。
山
梨
法
人

会
青
年
部
会
で
は
、
着
ぐ
る
み
【
け
ん
た
】
く

ん
担
当
で
、
山
梨
支
部
の
佐
野
友
樹
さ
ん
に
お

願
い
い
た
し
ま
し
た
。
開
会
式
は
、
雨
の
た
め

室
内
で
行
い
。
関 

県
連
会
長
か
ら
挨
拶
を
い

た
だ
き
、
法
人
会
関
係
者
、
プ
ロ
選
手
等
の
紹

介
が
あ
り
、
ク
イ
ズ
方
式
で
税
金
に
つ
い
て
学

ん
だ
後
、
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の
選
手
が
本

番
さ
な
が
ら
の
、
模
範
プ
レ
ー
の
披
露
が
あ
り
、

そ
の
迫
力
に
驚
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
選
手
を

交
え
た
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り
し
、
有
意

義
な
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

な
お
、
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の
ご
厚
意
に

よ
り
、
一
八
：
三
〇
か
ら
の
Ｊ
２
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ

ツ
秋
田
と
の
試
合
を
、
無
料
で
観
戦
で
き
ま
し

た
。

▲ サッカー教室

▲ 佐野けんたくんと記念撮影 ▲

▲ 税金クイズ

▲ けんたくんと仲間たち

▲ 選手紹介

▲
 

開
会
式
　
関 

県
連
会
長
挨
拶

▲
 

け
ん
た
く
ん（
佐
野
友
樹
さ
ん
）
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別添２－２お知らせチラシ（センター対象署）【神奈川県・山梨県下用】

次の を用意すればマイナンバーカードとスマホ又はパソコンを利用して自宅から簡単に

による確定申告ができます。

〇 マイナンバーカード

〇 マイナンバーカードの２つのパスワード

・ 利用者証明用電子証明書（数字４桁）

・ 署名用電子証明書（英数字６文字以上 文字以下）

〇 スマートフォン

スマホ専用アプリ「マイナポータル」のインストールが必要です。

〇 源泉徴収票などの確定申告書作成時に必要な書類

マイナポータル
連携の詳細は
こちらから↓

必要なもの

必要なもの
マイナポータル連携

でさらに便利に！

確定申告書等

作成コーナー

アプリ
「マイナポータル」

推奨ブラウザ

ｃ

期 間 会 場 所 在 地

時 間 対 象 者（注１） 事 前 申 込

そ の 他

令和８年
１月 日（木）

甲州市役所
２階第１会議室

山梨市役所
西館２階

会議室

笛吹市役所
本館３階
３０１会議室

甲州市塩山上於曽

山梨市小原西

笛吹市石和町市部７７７

・年金受給者

・給与所得者

・小規模納税者（注２）

〇 持ち物は、裏面「確定申告会場の開設について」の「必要なもの」を参照してく

ださい。

〇 申告書等の提出のみの場合は、山梨税務署に直接お持ちいただくか、郵送で

ご提出ください。

〇 一部、当日入場整理券の配付を行いますが、無くなり次第終了となります

ので、オンラインによる事前申込をご利用ください。

（注）１ 土地、建物及び株式などの売却についての申告・相談は対象とはなりません。
２ 小規模納税者とは、事業所得、不動産所得または雑所得を有する方のうち、令和６年分の所得金額
（専従者控除前または青色専従者給与及び青色申告特別控除前）が 万円以下の方を指します。

令和８年
２月２日（月）

令和８年
２月６日（金）

午前 時～ 時 午後１時～４時

（受付は午後３時半まで）

【事前申込をお願いします】

事前申込サイト

事前申込

下記のいずれかのサイトから
事前申込をお願いいたします。

無料申告相談専用

事前申込

〇 混雑回避のため、オンラインによる

事前申込を受け付けます。

〇 オンラインによる事前申込は、令和８年

１月 日（火）から可能となります。

詳細につきましては、右記事前申込サ

イトを参照願います。

〇 税務署・会場等で電話での受付は行っ

ておりませんので、 ご注意ください。

〇 オンラインによる事前申込サイトの操作

方法についてのお問合せは、

【 】

受付時間：平日午前 時～正午、

午後１時～午後４時）へお願いします。

「作成コーナー」
で検索または
こちらから↓

別添２－２お知らせチラシ（センター対象署）【神奈川県・山梨県下用】
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笛吹市石和町市部７７７

・年金受給者

・給与所得者

・小規模納税者（注２）

〇 持ち物は、裏面「確定申告会場の開設について」の「必要なもの」を参照してく

ださい。

〇 申告書等の提出のみの場合は、山梨税務署に直接お持ちいただくか、郵送で

ご提出ください。

〇 一部、当日入場整理券の配付を行いますが、無くなり次第終了となります

ので、オンラインによる事前申込をご利用ください。
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アプリをインストール 証明書の選択 パスワード入力 有効性の確認 確認結果

開 設 期 間 会 場 所 在 地 時 間

必 要 な も の 案 内 図

オ ン ラ イ ン 事 前 予 約

１ 月 ５ 日 （月） ～ ２ 月 １３ 日 （金） に 税 務 署 で 相 談 を 希 望 さ れ る 方

③ スマートフォン

④ 源泉徴収票などの申告書作成に必要な書類

令和８年
２月 日（月） ～ ３月 日（月）

（土、日及び祝日を除きます。）

夢わーく山梨
３階大集会室

山梨市
上神内川

【受付】 午前８時 分から午後４時まで

【相談】 午前９時から午後５時まで

オンライン事前予約は から！

アプリで国税庁 公式

アカウントを 「友だち追加」

して予約してください。

② マイナンバーカードのパスワード（２つとも必要です。）

・ 利用者証明用電子証明書（数字４桁）

・ 署名用電子証明書（英数字６文字以上 文字以下）

友だち追加は

こちらから↑

【問合せ先】 〒 山梨市上神内川 番地 山梨税務署 ℡ （ ） （代表）

※ お電話は、自動音声に従ってご用件の番号を選択いただくと、担当者がご用件にお答えします。

! マイナンバーカードの電子証明書の有効期限切れや失効にご注意ください！

➤ 電子証明書の有効期限は、発行日
から５回目の誕生日までです

有効期限 失効

➤ 住民票の基本４情報（氏名、生年月日、性別、住所）
の記載が修正された場合は、
署名用電子証明書が失効している場合があります

※公的個人認証サービ
スセンターと通信を行
うため時間が掛かること
があります

自分の証明書
を確認

有効性確認結果
：「有効」

署名用電子証明書
を選択

パスワードを入力 有効性確認

タップ

有効期間の
満了日

有効期間の満了日有効期間の満了日

マイナンバーカード
のパスワードを失念
した方はこちら

※ 来場前に、マイナンバーカード
を利用した、マイナポータル連
携の事前準備をお願いします。

「有効期限切れ」「失効済み」の場合は、お住まいの市区町村で手続を行ってください。

【宛先】 〒 山梨県甲府市丸の内 甲府合同庁舎

東京国税局業務センター甲府分室
申告書等の郵送での提出先

① マイナンバーカード（下欄を参照し、有効期限切れや失効となっていないか確認をお願いします。）

確定申告会場への入場にはオンライン事前予約が必要です。

※ 当日、確定申告会場でも入場整理券を配付しておりますが、長時間お待ちいただく

場合があります。

※ 入場整理券の配付が終了次第、事前予約の方以外の受付を締め切ります。

※ 申告書等の提出のみの場合は、山梨税務署に直接お持ちいただくか、郵送でご提

出ください。

※ 会場周辺の工事のため、駐車場がありません。公共交通機関をご利用ください。

土地建物等・金地金の譲渡及び贈与税
のご相談がある場合には、甲府合同庁
舎にご来場ください。

事前予約が必要です。オンライン事前予約をご利用ください。当日入場整理券の配付はありませんのでご注意ください。

ＪＰＫＩ利用者ソフト

Ａｎｄｒｏｉｄ

アプリはこちらから

の名称は 、 米国及び他の国々で登録さ
れた の商標です。

の商標は 、アイホン株式会社のライセ
ンスに基づき使用されています。

の名称は 、 の商標又
は登録商標です。
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保健所では
ＨＩＶ・特定感染症検査が

無料で受けられます

峡東保健所 地域保健課 ０５５３－２０－２７５２

← HIV・エイズについて（HIV相談・検査）
山梨県ホームページ

検査項目

＊ エイズ検査
＊ 性器クラミジア抗体検査
＊ 梅毒検査
＊ B型肝炎ウイルス検査
＊ C型肝炎ウイルス検査

エイズ検査の結果は原則、即日でお伝えすることができます。
エイズ検査以外の結果は、2週間後から保健所でお渡しします。

注意事項

※エイズ検査は血液を用いて、HIV抗体やウイルスの一部があるかを調べます。抗体ができるま
で通常6～8週間かかるため、検査結果は約3か月前の状態を反映します。正確な判断には、感
染の可能性があった日から90日以上経過して検査を受けてください。

＊保健所では、治療はできません。症状がある方は、医療機関（泌尿器科等）を受診
しましょう。

＊検査は感染の心配があった日から検査で反応が出る期間を考慮して受ける必要
があります。（※）

＊来所時間が早すぎる場合又は、遅すぎる場合は対応できないことがあります。

＊前日までの完全予約制です。
（当日の受付はできませんのでご注意ください。）
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中北保健所

検査：水曜日の午前・午後
木曜日の午前

（夜間検査１回/月）
電話：0551-23-3074
住所：韮崎市本町4-2-4

甲府市保健所

検査：水曜日の午後
木曜日の午後

（夜間検査１回/月）
電話：055-237-8952
住所：甲府市相生2-17-1

峡南保健所

検査：火曜日 午前
木曜日の午前・午後

（夜間検査１回/月）
電話：0556-22-8158
住所：南巨摩郡富士川町

鰍沢771-2

富士・東部保健所

検査：水曜日の午前・午後
木曜日の午前・午後

（夜間検査１回／月）
電話：0555-24-9035
住所：富士吉田市上吉田1-2-5

峡東保健所

検査：木曜日の午前・午後
（夜間検査１回/月）
電話：0553-20-2752
住所：山梨市下井尻126-1

「地元では受けづらいなぁ。」
「ちょっと予定が合わないなぁ。」
という方は、他の保健所でも受けられます。
まずは、お問い合わせを！

※検査日は年度によって変更になることがあります。
詳しくは、各保健所へお問い合わせください。
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株式会社
〒405-0006　山梨市小原西587

TEL
FAX

0553-22-9025
0553-23-3185

快適な住まいの水まわり

奥井商工
上下水道工事指定店 / 総合機械設備工事事業者

奥井商工

〒405-0016 山梨県山梨市大野1803-1

E-mail: fuefukikankobas@fruits.jp
TEL.0553-23-0002 FAX.0553-23-0568㈹

おかげさまで
創業40周年

笛吹観光自動車株式会社

心をこめた石づくりを提案します

山梨県石材加工業協同組合加盟店
山梨市七日市場1230-1　　 TEL 0553-22-0897  FAX 0553-23-0148

代表取締役 望月 勝二

墓石  石碑  敷石
追加彫り 他石工事全般

/ /
/

有限会社 望月石材工業



第116号

33



第116号

34

松 下 製 作 所株式会社

〒405－0077　山梨県笛吹市一宮町坪井1985－1
TEL.（0553）47－3711　FAX.（0553）47－3715

精密プレス金型設計・製作　精密プレス部品加工
代表取締役会長 松 下 慶 麿 代表取締役社長 松 下 清 人

http ://www.matsushitass.com
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〒406-0027 山梨県笛吹市石和町下平井235-2

株式会社  神 宮司測量
土地家屋調査測量登記　開発計画設計　各種申請図

代表取締役　神宮司 由則　　専務取締役　神宮司 直樹

TEL 055-263-1103㈹　FAX 055-263-7800 y.jin@bi.wakwak.com

登録番号
09JAO-EA091

本社 〒406－0034  山梨県笛吹市石和町唐柏811－2　事務所　山梨県笛吹市石和町唐柏739
TEL  055（263）3611　FAX 055（263）5208

代表取締役社長 藤 巻 一 史
い 　 っ 　 し

一般・産業廃棄物収集運搬
浄化槽清掃・管理・パイプクリーニング

〒406-0034 山梨県笛吹市石和町唐柏111
TEL：055-263-2608　FAX：055-263-5577

mail：info＠tohachi-shoji.co.jp
URL：http://www.tohachi-shoji.co.jp

～住みよい地域環境を創造します～



多摩支社/甲府営業所
山梨県甲府市相生1-2-31
TEL 055-232-6411

山梨支店
山梨県甲府市中央2-9-21ファース甲府ビル４Ｆ
TEL 055-228-6311
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